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あらゆる系外天文観測は、我々の銀河系空間越しになされる。したがって、正確な銀河系ダスト減光マップは
本質的である。現在最も広く用いられている減光マップは Schlegel, Finkbeiner, Davis (1988:SFD) によるもの
で、これは COBE と IRAS の全天赤外天文観測から推定されるダストの赤外「放射量」を用いて構築されてい
る。しかしこれを可視域での「吸収量」に変換するには様々な仮定が必要なため、その信頼性を独立な方法で検
証することは重要である。
Yahata et al. (2007) は、SDSS DR4 (Sloan Digital Sky Survey 4th Data Release) 銀河カタログを用いて SFD

マップを検証し、減光量が 0.1等以下の領域において系統誤差が存在することを示した。この系統誤差は、SFD
で推定した銀河系内ダストの赤外放射に、系外銀河による赤外放射の寄与が混入したために生じたと結論されて
いる。我々はこの結果を発展させて、SDSS銀河カタログを用いて SFDマップを補正する可能性を検討している。
今回は (1) 観測領域が 2割増えた SDSS DR7を用いて、この結論をより精密に検証し、(2) IRAS銀河の赤外光
度と SDSS銀河の可視域光度との相関から、SDSS銀河の赤外放射量を推定し、ダスト量推定の系統誤差を統計
的に見積った。本講演では、これらの解析結果について報告する。


